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１ はじめに 
































（巻第 2、第 2 段、上 pp.193-194） 
 （2）斯くて第四の烽に赴き給ふに、王祥が曰く、「彼此の主は我が親類なり。 
  名をば伯隴といふ。事の由を語り給はば、等閑なるべからず」となん申す。 
  （巻第 2、第 3 段、上 p.194） 
 










 （2）の「かくて」は、第 3 段の冒頭部の例である。第 2 段で、最初の烽に
到着してから、その主である王祥の支援をうけ、さらに案内までされて、砂漠
をすすみ、第 4 の烽に到着するまでを指示している。段の冒頭にあることから
しても、この「かくて」は、第 2 段から第 3 段にいたるまでの、旅の経過を指
示するものであるのが理解される。 
 これらの（1）と（2）からすると、「かくて」は、ともに西田（2010）4での
分類の B タイプに該当する。この B タイプとは、指示語の「かくて」が「「後
                                            
3 「とかくして」は、第 4 章で検討する。 
4 以下、「源氏物語」の「かくて」の調査は西田（2010）による。ここでは、「源









  十）人を選びて、正法蔵の御前に伴ひ参り給ふ。法師、膝行肘歩して師資 
  の礼を尽くす。諸僧坐して後、法蔵宣はく、「何れの所より、何の心ざし 
  （→志）有りてか来れる」と。法師答へ給はく、「我は大唐国より来れり。 
  『瑜伽論』を習ひ奉らんと思ふなり」と。法蔵啼泣して、御弟子覚賢とい 
  ふ僧に宣はく、「我、年頃病悩せし事の由を、諸衆の為に説くべし」と聞ゆ 
  れば、覚賢涙を抑へて説き給ふ。      （巻第 6、第 1 段、中 p.205） 
 （4）斯くて、摩竭陀国の王舎城を巡礼し給ふ。昔の君王、多く此の地を王 
  城に占め給ひけり。四方、皆山にして、其の形、削れるが如し。 
 （巻第 6、第 3 段、中 p.208） 
 （5）斯くて、諸論を伝授し給ふ事、『瑜伽論』三反、『順正理論』『顕揚論』 
  『対法論』各々一反、『因明』『声明』『集量』等の論、並びに『中論』『百 
  論』等二反、其の他、波（→婆）羅門の書、印度の梵書等、文字の起こり 
  などに至るまで、残る所なく、皆学し給ひければ、五か年をぞ送りける。 




 巻第 2 以降、旅をつづける玄奘三蔵は、西域の諸国をすぎて、北天竺に到着
する（巻第 3、第 6 段）。その後、仏陀の足跡や遺跡をたずね、旅をつづける（巻
第 3、第 7 段～巻第 4、第 3 段）。そして、高僧の在住する寺では教えをさずか
り、さらに旅をつづけて、三千世界の中心たる摩竭陀（マガダ）国にいたる（巻
第 4、第 4 段～巻第 5、第 5 段）。さらに、同国の那爛陀（ナーランダ）寺にお
もむき、歓待をうけるとある（巻第 5、第 6 段）。 





 （4）の「かくて」は、第 1 段から第 2 段にかけて「修学を営む他は、他の
謀無かりけりとなん」（第 2 段末尾、中 p.208）と、仏教の修学に集中している
という第 1 段と第 2 段を指示する例である。修学に集中してから、玄奘三蔵は
摩竭陀国の王舎城を巡礼する（第 3 段～第 5 段）。さらに、その他の聖跡も数
おおく巡礼して、那爛陀寺にかえり、修学をつづける（第 6 段）。 




ころなく、まなびおえたとして、巻第 6 はとじられる。 


















  り、河に沙を埋めて馬を渡す。斯くして休み臥し給ふ。 
  （巻第 2、第１段、上 p.193） 








  を演べ、飲食・香花、諸々の供養を尽くして、斎戒を受けむと請ふ。斯く 








  能く難破する者あらば請ふ。頭を切りて謝せむ」と言ふ。斯くして夕に至 
















 ４ 「かくして」の類例 
 「玄奘三蔵絵」詞書には、（9）（10）の「かくしつつ」2 例、（11）の「かく
する」1 例、前掲（1）の「とかくして」1 例、（12）の「かくのごとし」1 例、
（13）の「かかる」1 例、（14）の「かかれども」1 例をみることができる6。 
 
 （9）然れども、怖るる心なく、水を踏まんとするに、石の蓮花忽ちに出で 
  来て、足裏を受く。踏みて渡れば、足の去るに従ひて、後の蓮花は失せぬ。 
  斯くしつつ、山の下に至れば、峰険しくして、登るに頼りなし。 
  （巻第 1、第 4 段、上 p.191） 
 （10）明くる日、又、像を迎へて各々来り集まる事、初めの如し。斯くしつ 
  つ十八日に至るまで、一人として論を発す者無し。 
（巻第 8、第 5 段、中 p.220） 
 （11）王、侍臣に命じて、「大象を荘厳して、法師を乗せて貴臣を従へて、 
  衆を巡りて義を立てて、いみじき事を告げ唱へしむ」と。法師、辞して 
  従はず。王の曰く、「西国は昔より斯くする事、論の法なり。違ふべから 
  ず」と。（巻第 8、第 5 段、中 p.220） 
 （12）「……願はくは、本国に還りて聞く所を翻訳して、有縁の輩をして、 
  同じく聞き見る事を得しめむ」と言ふ。戒賢喜びて、「是、菩薩の心なり。 
  我、心に望む所、又、斯くの如し。諸人、懇ろに留むべからず」と宣ふ。 
  （巻第 7、第 9 段、中 pp.215-216） 
 （13）其の道、雪山の中央の道に当たれり。寒く嶮しき事、陵（→凌）山に 
  も過ぎたり。雲凍り、雪飛びて、暫くも晴るる時なし。……若し衆生のた 
  めに正法を求めずば、争でか父母の遺体を受けながら、斯かる所に至らま 
  しと、哀れ也。             （巻第 3、第 6 段、上 p.201） 
 （14）夜は、妖鬼、火を点して星に似たり。昼は、驚風、沙を上げて雨の如 
  し。斯かれども、恐るる心はなし。    （巻第 2、第 3 段、上 p.195） 
 
上記の（9）から（12）までの 6 例とさきにあげた（1）の計 5 例では、いずれ
も、指示語として直前に記された特定の行為や事態を指示している。これは、
                                            


























































は 3 例（「とかうして」1 例ふくむ）、「かかり」は非常におおく 687 例みるこ
とができる。しかし、築島（2007・2008）では副詞「とかく」も動詞「かかり」
も掲出されていない。これらは、和文での使用語彙といえそうである。 



































                                            







































 8 三弥井書店）。 
